
　
　

ッ
セ
ー
ヨ
ー
イ
ー
！

　
　「

始
め
っ
！
」

「
フ
レ
ー
!!
」「
フ
レ
ー
!!
」

　

放
課
後
、
校
舎
に
挟
ま
れ
た
中
庭
に
響

き
渡
る
エ
ー
ル
の
掛
け
声
。

　

県
内
屈
指
の
伝
統
を
誇
る
浜
松
商
業
高

校
応
援
団
の
練
習
風
景
だ
。
月
・
水
・
金

の
週
３
日
、
団
員
た
ち
が
声
を
張
る
。

　

同
校
の
応
援
団
は
長
く
生
徒
会
活
動

（
応
援
委
員
会
）と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

て
い
た
が
、
３
年
前
に
部
活
動
と
な
り
、

現
在
は
１
年
生
20
人
、
２
年
生
14
人
の
計

34
人
が
所
属
。
う
ち
男
子
４
人
、女
子
30
人
。

ほ
ぼ
９
割
を
女
子
団
員
が
占
め
る
。

　

浜
商
は
６
割
以
上
が
女
子
生
徒
。
先
々

代
の
応
援
団
長
は
女
子
が
務
め
、
そ
の

凜
々
し
い
姿
が
注
目
を
集
め
た
。
男
子
生

徒
の
多
く
は
所
属
す
る
部
が
入
学
時
に
す

で
に
決
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
部
活
を

決
め
て
い
な
い
男
子
は
貴
重
で
、
４
月
は

チ
ラ
シ
を
ま
い
て
団
員
獲
得
に
励
む
と
い

う
。

　

活
動
は
活
発
で
、
一
年
間
を
通
じ
て
ほ

ぼ
毎
月
、
ど
こ
か
で
何
か
を
応
援
中
だ
。

　

新
年
度
に
入
る
と
ま
ず
「
新
入
生
歓
迎

会
」。
吹
奏
楽
部
が
キ
ラ
ー
チ
ュ
ー
ン
『
Ｖ

Ｉ
Ｖ
Ａ
浜
商
』
を
か
け
る
と
体
育
館
内
は

一
気
に
盛
り
上
が
る
。
緊
張
気
味
に
前
の

方
に
座
っ
て
い
る
新
１
年
生
は
、
す
ぐ
後

ろ
で
２
・
３
年
生
が
右
へ
左
へ
と
踊
り
始

め
る
の
で
ビ
ッ
ク
リ
だ
。
こ
の
時
の
壇
上

の
応
援
団
の
演
舞
に
シ
ビ
れ
て
入
団
を
決

意
す
る
新
入
生
も
い
る
と
い
う
。

　

５
月
は
部
活
動
壮
行
会
、
６
月
は
浜
工

浜
商
野
球
定
期
戦
、
さ
ら
に
浜
商
Ｏ
Ｂ
Ｏ

Ｇ
ま
つ
り
で
の
演
舞
と
出
番
が
続
く
。
高

等
学
校
応
援
団
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
こ
の

時
期
だ
。　

　

応
援
団
の
本
来
の
役
目
は
脇
役
で
あ
る
。

そ
れ
は
彼
ら
の
宿
命
と
言
っ
て
い
い
。
し

か
し
、
応
援
団
が
主
役
に
な
る
日
が
あ
る
。

そ
れ
が
「
高
等
学
校
応
援
団
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」。
校
歌
、応
援
歌
、大
進
撃
、ス
パ
ー

ク
リ
ン
グ
マ
ー
チ
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
マ
ー

チ
、
コ
ン
バ
ッ
ト
マ
ー
チ
…
…
。
応
援
団

が
各
校
な
ら
で
は
の
演
舞
を
力
一
杯
に
披

露
す
る
。
順
位
付
け
の
な
い
発
表
の
場
が
、

拍
手
と
歓
声
に
包
ま
れ
る
。

　

そ
し
て
夏
本
番
を
迎
え
る
と
、
全
国
高

校
野
球
選
手
権
地
方
大
会
が
始
ま
る
。
言

う
ま
で
も
な
く
応
援
団
の
見
せ
場
で
あ
り
、

野
球
部
敗
退
と
と
も
に
引
退
す
る
３
年
生

に
と
っ
て
、
最
後
の
晴
れ
舞
台
で
も
あ
る
。

　

今
年
の
初
戦
の
相
手
は
湖
西
高
校
。
浜

松
球
場
は
朝
９
時
の
試
合
開
始
時
点
で
気

温
30
度
を
記
録
し
た
。
炎
天
下
、
応
援
団

は
吹
奏
楽
部
と
共
に
応
援
の
波
状
攻
撃
で

味
方
を
援
護
。
マ
ー
チ
と
応
援
個
人
技
を

次
々
に
繰
り
出
し
て
相
手
校
を
威
嚇
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
試
合
結
果
は
無
念
の

敗
退
。
試
合
後
、「
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
」

と
謝
る
応
援
団
長
の
姿
が
印
象
に
残
っ
た
。

　

こ
れ
を
境
に
、
３
年
生
の
鈴
木
雄
大
さ

ん
か
ら
２
年
生
の
平
野
晴
也
さ
ん
に
応
援

団
長
が
交
替
し
た
。

  「
応
援
っ
て
、
自
分
た
ち
で
勝
敗
を
決
め

ら
れ
な
い
。
選
手
に
想
い
が
届
い
て
い
る

か
ど
う
か
も
分
か
ら
な
い
。
で
も
、
ふ
ざ

け
て
る
ヤ
ツ
に
応
援
さ
れ
て
も
頑
張
ろ
う

と
思
え
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
だ
か
ら

応
援
は
全
力
で
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
で

す
」（
鈴
木
さ
ん
）

　

応
援
相
手
は
同
じ
学
校
の
生
徒
だ
け
に

と
ど
ま
ら
な
い
。
地
域
か
ら
も
応
援
の
依

頼
が
舞
い
込
む
。
二
学
期
が
始
ま
る
直
前

に
は
、
浜
商
O
B
が
入
居
す
る
老
人
ホ
ー

ム
で
演
舞
を
披
露
し
た
。
応
援
団
は
学
校

の
代
表
と
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、

街
で
知
ら
な
い
人
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
た

り
、
お
店
で
サ
ー
ビ
ス
さ
れ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
も
地
元
フ
ァ
ン

が
多
い
浜
商
な
ら
で
は
の
話
だ
ろ
う
。

　

秋
に
な
れ
ば
浜
商
祭
の
シ
ー
ズ
ン
。
校

内
中
庭
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
応
援
団
の

ス
テ
ー
ジ
で
あ
り
、
新
団
長
の
顔
見
せ
の

場
で
も
あ
る
。
冬
に
か
け
て
も
、
地
元
商

店
街
で
の
盛
り
上
げ
演
舞
、
サ
ッ
カ
ー
部

応
援
、
浜
松
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
出
張
演
舞

な
ど
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
は
目
白
押
し
だ
。

  「
応
援
に
行
く
と
い
う
よ
り
、
応
援
さ
せ

て
い
た
だ
く
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
で
す
。

『
元
気
も
ら
っ
た
よ
』
と
言
っ
て
く
れ
る

と
や
っ
ぱ
り
う
れ
し
い
。
自
分
た
ち
の
た

め
で
な
く
、
人
の
た
め
に
頑
張
る
こ
と
が

応
援
な
の
か
な
」（
鈴
木
さ
ん
）

　

余
談
だ
が
、
部
内
恋
愛
は
か
な
り
盛
ん

な
の
だ
と
か
。
の
ど
が
強
く
な
っ
て
い
て

ヒ
ソ
ヒ
ソ
話
が
苦
手
と
笑
う
が
、
恋
愛
事

情
は
案
外
オ
ー
プ
ン
な
よ
う
だ
。

現在の浜商の応援スタイルは早稲田系。コーチ
をしてくれるOBの一人が早大応援部の元主将
だからなのだ。

吹奏楽部と交替で中庭を使う。黄色のトレー
ナーは１年生の応援ユニフォーム。

ハ

浜
松
商
業
高
校

第
95
代
応
援
団
長
に
よ
る

ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ

マ
ー
チ
演
舞

か
っ
せ
ー

ハ
マ
シ
ョ
ー
！

か
っ
せ
ー

ハ
マ
シ
ョ
ー
！

オ
イ
！オ
イ
！

オ
イ
！オ

イ
！オイ
！

オ
イ
！
オ
イ
！

ハ
マ
シ
ョ
ー
！

か
っ
せ
ー
！

応
援
は
ひ
た
む
き
に
。

周
り
の
人
の
た
め
に

い
つ
も
誰
か
を
応
援
中

焼け付くような日差しにみじんも
ひるまない。スタンドの雰囲気を
ホームゲームにするべく、全身を
使って発声する小原海月団員。

（
発
声
用
意
）

ハ
マ
シ
ョ
ー
！

い
ま
だ
か
っ
と
ば
せ 

届
け
！
〝
応
援
の
力
〞

始終

ハ
マ
シ
ョ
ー
！

こ
こ
だ
か
っ
と
ば
せ 

オ
イ
！

り
り

オ
イ
！
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